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※参考資料：TOEFL Junior® Standardオフィシャルスコアレポート(サンプル）：TOEFL Junior® Standardの結果は、合否判定ではなく、
スコアで表されます。テストスコアをもとに、CEFRのレベルと、あなたが英語でどのようなことができるのかの解説（Descriptors/ディ
スクリプタ）が書かれています。



英語学習において、「読む」という技能は、

多くの情報を得るための基礎となる重要な

力です。しかし、多くの学習者が「単語が

分からなくて進まない」「文法の知識をど

う使えばよいかわからない」「文の構造が

複雑で意味が取れない」「読むのに時間が

かかりすぎて、試験でいつも最後まで解き

終わらない」といった壁に直面しているの

ではないでしょうか。

先生方からは、「様々なジャンルの英文

に数多く触れることが大切だ」といったア

ドバイスが示されることもあるでしょう。

これは間違いなく真実ですが、いざ実践し

ようとすると、「自分のレベルに合った文

章はどれか」「具体的に何を意識して読め

ば力がつくのか」が分からず、途方に暮れ

てしまうことも少なくないでしょう。ただ

やみくもに英文を読み続けるだけでは、な

かなか読解力は向上しないのもまた現実です。

ここで、なぜこのレポートが「文法・語

彙」と「リーディング」を一つのロード

マップとして扱っているのか、その理由に

ついて触れておきたいと思います。それは、

リーディングという活動が、文法と語彙と

いう2つの土台の上に成り立つもので、両者

がきわめて密接な関係にあるからです。

単語（語彙）が文を作るためのいわば「部

品」だとすれば、文法はそれらを正しく組

み立てるための「設計図」や「ルール」に

あたります 。部品がなければ家は建ちませ

んし、設計図が読めなければ部品を正しく

組み合わせることはできません。同様に、

リーディング力の向上には、この両方の知

識が必要不可欠であり、両者は互いに補い

合いながら力を高めていくものです。した

がって、このレポートでは両者を切り離し

て学習するのではなく、一つの連続したス

キルとして捉え、それぞれの力を相乗効果

で高めていくための学習法を提案したいと

考えました。このレポートは、そうした

リーディング学習の「道しるべ」となること

を目指して作成しました。特に、国際的な

指標であるTOEFL Junior®の文法・語彙セ

クションとリーディングセクションのスコ

アを客観的な「現在地」として活用し、それ

ぞれのレベルで学習者が抱えがちな課題を

分析します。そして、その課題を克服する

ための具体的な学習法や誤答への対処法、

さらにはスコアアップに向けた段階的な学

習ステップを「ロードマップ」として提示し

ます。

このレポートが、皆さんの学習における

確かな指針となり、自信を持って英文を読

み解く力を育むための助けとなれば幸いです。

1. はじめに ～ 文法・語彙とリーディング学習の「道しるべ」～
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2. TOEFL Junior® 頻出問題の出題傾向と内容分析

2.1【文法・語彙セクション (Language Form and Meaning) の傾向】

（TOEFL Junior®テスト公式問題集［改訂版］pp.12-13）

TOEFL Junior®の文法・語彙セクション

は、英文中の空所に適切な語句を選んで文

を完成させる形式で出題されます。内容と

しては手紙やEメール、短い記事などの身近

な文章が題材となり、その文脈の中で文法

知識と語彙力が試されます。頻出の文法項

目は中学・高校で学ぶ典型的なものが多く、

受動態(受け身表現)、接続詞(従属節を導く

語など)、関係詞(関係代名詞を用いた節)、

比較表現などが代表的です。選択肢には似

た語形や表現が並び、文構造や文法の使い

方を正しく理解していないと引っかかりや

すい問題も多く含まれます。

例えば、「従属接続詞の後には名詞では

なくS(主語)+V(動詞)が続く」など、正確に

文法を理解していないと誤答を選んでしま

うことになります。また語彙に関しても、

文脈に照らして適切な意味をなす単語を選

ぶ問題が出題されます。同音異義語や紛ら

わしい語、コロケーションの知識が問われ、

前後の文脈を踏まえて正しい語を選ぶ必要

があります。文法・語彙セクションでは25

分で42問を解く必要があり(1問あたり約30

秒程度)、スピードと正確さの両方が要求さ

れる点も特徴です。
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2.2【リーディングセクション (Reading Comprehension) の傾向】

（TOEFL Junior®テスト公式問題集［改訂版］p.13）

リーディングセクションでは、学校生活

に関わるお知らせや掲示物、ストーリー(物

語文)、学術的なトピックの説明文など多様

なジャンルの英文が出題されます。複数の

文章(含グラフ・表など)が提示され、合計

42問の設問が出されます。文章量は長いも

のでも300語程度ですが、中高生にとっては

やや読み応えがあるものも含まれます。内

容は文化、歴史、生物、自然科学など多岐

にわたりますが、専門知識そのものは問わ

れ ま せ ん 。 設 問 は M a i n  I de a ( 要 旨 ) 、

Factual Information and Negative Fact(事

実情報と間違っている情報)、Inference(推

測)、Vocabulary in Context (文脈における

語義)、Pronoun Referent(代名詞が指す語

句)、Author’s Purpose (書き手の目的)、 

Figurative Language(比喩的表現)などを問

う問題が含まれます(公式問題集 p. 13)。
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リーディングセクションは50分で42問を解

くため、ある程度まとまった量の英文を読

み、時間内に複数の設問に答える読解ス

ピードと選択肢の吟味が求められます。文

章中には平均的な中高生にとってはやや高

度な文法構造や語彙(英検準1級レベルの単

語)が含まれることもあるため、知らない

TOEFL Junior®では、スコアレンジが4段

階の熟達レベルに対応しており、各レベル

の習熟度を記述したパフォーマンスディス

ク リ プ タ が 公 表 さ れ て い ま す ( K u m o n

単語がある状態で読解する練習も必要にな

ります。もっとも、文脈から意味を推測で

きれば内容理解は可能で、知らない専門用

語があったとしても大丈夫です。落ち着い

て前後関係から推測することが重要といえ

ます。

Institute of Education Co., Ltd., 2018)。以

下ではスコアレンジごとに、そのディスク

リプタから読み取れる能力の特徴と、各レ

ベルに応じた学習法の提案を示します。

3. ディスクリプタとスコア別特徴・学習法

文法・語彙セクション CEFR レベル／ Descriptors

3.1【文法・語彙セクション (Language Form and Meaning)】
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一般的な語彙がまだまだ不足し、基本的

な文法(主語と動詞の一致、簡単な前置詞の

用法など)の理解も十分ではない段階です。

文章構成に関しても基本的な理解が必要な

レベル、つまりは「初学者」ですので、ここ

はじっくりしっかり基礎固めが大切です。

最頻出の基本語彙(基本600語程度)を絵カー

ド や 単 語 学 習 ア プ リ を 用 い て 徹 底 的 に

このレベルでは、動詞の現在形や過去形

といった基本文法の理解が定着できてきた

かなという感じでしょう。また頻出の一般

的な語彙を一定程度習得できていると思い

ます。しかし、複雑な構文については、未

だ理解が難しく、語彙量も十分とはいえま

せん。段落構成についても、一般的な内容

であれば部分的に把握できる程度でしょう。

3.1.1【CEFR A1 / スコア below 210】

覚えます。また、「主語＋動詞」、「主語＋

動詞＋目的語」といったシンプルな文型を、

「声に出して」反復練習することが重要で

す。日常的な出来事を英語で1文ずつ作文し、

先生から添削(フィードバック)を受けたり

して、自分の誤りを自覚・修正する習慣を

つけるのもよいでしょう。

おそらく、文法や語彙の基本的な知識の穴

があるため、中学校で習う英文法を改めて

単元ごとにしっかりと復習しましょう。例

文の音読や瞬間(口頭)英作文を使って、運

用力を養うのも大事です。およそ1000語レ

ベルの語彙について定期的に小テスト形式

で確認することも効果的ですね。

文法・語彙セクション CEFR レベル／ Descriptors

3.1.2【CEFR A2 / スコア 210-245】

文法・語彙セクション CEFR レベル／ Descriptors
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基本的な文法構造はおおむね正確に把握

できているものの、関係詞節や分詞構文な

どの高等学校で主に学習する複雑な文法に

は少し課題が残るといった段階でしょうか。

語彙はだいぶついてきたと思うので、一般

的な文章の内容把握は問題ないところまで

来ているでしょうが、一方で学術的内容の

構造的な理解はまだ難しい場合があります。

このレベルの学習者の課題は、複雑な構文

処理と学術語彙の不足。難しい文法構造を

分析的に理解するようにつとめ、それが

このレベルでは、学術的または一般的内

容にかかわらず、高度な文法構造までおお

むね正確に理解できます。また、学術的内

容を中心に幅広い語彙を持っており、文章

の段落構成も効果的に認識できます。高度

な文法や語彙は理解できていますが、人に

よっては細かなケアレスミスや専門的語彙

の微妙なニュアンスの誤解が課題となる

できたらシンプルな構文に書き換える練習

(パラフレーズ練習)を行いましょう。市販

の総合英語の参考書(例として『コーパス・

クラウン総合英語』など)が役立ちます。語

彙については、大学受験用や英検2級〜準1

級用の単語帳の集中学習を推奨します。ま

た、理想を言えば、読んだ文章の段落ごと

の要約を作成し、自分の言葉で説明するこ

とで理解を定着させる練習ができればいい

でしょう。

場合があります。TOEFL Junior®の公式問

題集などで演習を行い、誤答分析をしてみ

ましょう。類義語についてその語義や語法

比較をしてみたり、自分の言葉で易しく表

現し直したりすることで、より理解が深ま

ります。英和辞典だけではなく、英英辞典

もぜひ活用してみてください。

3.1.3【CEFR B1 / スコア 250-275】

文法・語彙セクション CEFR レベル／ Descriptors

3.1.4【CEFR B2 / スコア 280-300】

文法・語彙セクション CEFR レベル／ Descriptors



シンプルで明確な英文であっても、趣旨

や重要ポイントの理解がまだ難しく感じる

でしょう。知らない語に遭遇すると内容理

解が著しく低下し、「あれ？何の話を読ん

でるんだっけ？」となってしまう段階です

ね。ここではいたずらに焦らず、初心者向

けの多読教材を使い、音読を毎日継続して

行いましょう。段落ごとに「誰が、どこで、

いつ、何をどうした」という話の要点を中

心に読み取る練習を習慣づけるのが有効で

す。挿絵入りのストーリーを用いて「絵を

見て内容を予測→実際の英文を読む→自分

リーディングセクション CEFR レベル／ Descriptors

3.2【リーディングセクション (Reading Comprehension)】

9

3.2.1【CEFR A1 / スコア below 210未満】

リーディングセクション CEFR レベル／ Descriptors
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で要約する」と言う一連の練習を積むこと

で、徐々に段落構成や要旨を把握する力を

一般的で表現が明確な文章であれば、趣

旨を部分的に特定することが可能なレベル

です。シンプルで身近な内容については基

本的なポイントを理解でき、予定表やメ

ニューなど、非定型な形式の文章からも基

本的情報を拾えます。ですが、複雑な推論

や細部の理解にはまだまだ課題があります。

主旨と詳細な情報の混同を起こす学習者も

伸ばしていきましょう。

多いかと思いますので、グラフや表などか

ら必要な情報を的確に探し出す技術、すな

わち「スキャニング」の習得が鍵です。指示

語(it, this, they等)が何を指すのか正確に理

解 し た り 、 否 定 表 現 (not, little, hardly, 

rarely等)を見落とさないよう、読解中に意

識的に英文にマークをつけていくことを癖

にしてもいいかもしれません。

3.2.2【CEFR A2 / スコア 210-240】

リーディングセクション CEFR レベル／ Descriptors

3.2.3【CEFR B1 / スコア 245-285】

表現が明確な文章であれば、趣旨を正しく

理解できます。文脈が曖昧であったり未知

語が含まれていたりしても、重要ポイント

をおおむね特定できるようになってきたは

ずです。ただし、抽象的な推論や難解な語

彙の推測はまだ課題が残ります。よって、

この段階では、段落のトピックセンテンス

を特定し、文章の論理構造を把握するため

のマッピング作業を読解に採り入れてはど

うでしょうか。また、未知語が出てきたら、

文脈を手がかりに意味を推測し、辞書で検

証する学習を定着させます。また、「なぜ

筆者はこの情報をここに記述したのか？」

といったことを推論する問題を集中的に練

習し、論理展開を追う力を身につけましょう。

リーディングセクション CEFR レベル／ Descriptors
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学術的内容であれ一般的内容であれ、趣

旨や重要ポイントを正確に把握できます。

複雑な構文や表現があっても推論を適切に

行い、比喩表現や文脈から未知語の意味を

推測する力も十分にあります。だからこそ、

細部の取りこぼしをしないように注意力を

高めたり、比喩表現や含意(アイロニーな

ど)の解釈の精度をさらに上げることが課題

です。社説や科学記事など洗練されたテキ

ストを用いて、様々な表現の効果を分析す

るなどして、書き手の「意図」を読み解く

練習を重ねましょう。

3.2.4【CEFR B2 / スコア 290-300】

リーディングセクション CEFR レベル／ Descriptors

4. スコア帯別誤答パターン分析と対処法

それではここで、公式問題集の問題を素材

にしながら、スコア別の学習者の陥りやす

4.1.1【CEFR A1 / スコア below 210】

このレベルの学習者は基本的な文法事項(5

文型、主語と動詞の一致、時制など)を理解

することに課題があります。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］p. 64 Question 1 (解答・解説 p. 

36 )

い誤答パターンの分析と対処方法を考えて

みたいと思います。

ここでは、基本文型(SVO)の理解が問われ

ているだけなのですが、a bake saleがhold

の目的語となっていることがわからなけれ

ば正解できません。対処法としては、中学

校レベルの基本的な時制や文型を繰り返し

練習し、文法事項を一つずつ丁寧に定着さ

せることが重要です。

4.1【文法・語彙セクション (Language Form and Meaning)】
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4.1.2【CEFR A2 / スコア 210-245】

このレベルでは、基本的な文法事項の理解

はありますが、動詞の形(原形・現在分詞・

過去分詞)や時制の微妙な使い分けに誤りが

見られます。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］p. 65 Question 5 (解答・解説 p. 

37 )

ここでは、「なんとなく語句の響きがいい

から」などという理由で、誤答である(B) 

better feelingを選ぶことがありえます。ま

た 、 接 続 詞 の 使 い 方 (Question 6

「However」など)がわかっていないために、

正解を選べないことがあります。対処法と

して、動詞の活用や接続詞の正しい使い方

などをもう一度基本に立ち返って整理し、

例文を使った反復練習を行いましょう。
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4.1.3【CEFR B1 / スコア 250-275】

中級レベルの学習者は日常的な文法項目に

ついては概ね理解していますが、複雑な構

文(関係詞節、受動態など)や語彙の微妙な

ニュアンスを取り違えることがあります。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］ p. 66 Question 9 (解答・解説 p. 

38-39 )

この問題では、時制や動詞の形および態を

混同し、(D) was just startedなどを選択す

る場合があります。
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また態の問題でいえば、語彙問題でも同様

の出題がされていたりします。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］p. 69 Question 25 (解答・解説 pp. 

40-41 )

受動態が正確にわかっていないと誤答して

しまうでしょう。対処法として、複雑な構

文を〈 〉や（ ）などの記号をつけなが

ら分析する練習や、文構造を明確に理解す

るための例文暗記を推奨します。
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4.1.4【CEFR B2 / スコア 280-300】

上級レベルの学習者は高度な文法構造を理

解していますが、細かな文法規則や特殊な

表現でミスをすることがあります。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］p. 67 Question 17 (解答・解説 pp. 

39-40 )

例えば、このような冠詞や限定詞の微妙な

ニュアンスを問う問題で誤ってしまう可能

性があります。対処法として、より複雑な

英文を精読し、細かな文法事項を意識的に

分析・確認する練習を重ね、特に冠詞や限

定詞の使い分けに注意を払う練習を行いましょう。

21
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4.2.1【 CEFR A1 / スコア below 210】

このレベルの学習者は基礎的な単語の意味

や文章の主題把握に課題があります。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］ pp. 76-77 Question 1  (解答・解説

pp. 39-40 )

ここで本文の1行目のA friend of mine told 

me about the Student Science Institute 

and your summer classes for students.

4.2.2【 CEFR A2 / スコア 210-240】

このレベルの学習者は、一般的な文章から

基本的な情報を特定できますが、細部情報

や指示語の理解に課題があります。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］pp. 76-77 Question 3 (解答・解説

pp. 39-40 )

からinstituteという「目に飛び込んできた

(ちょっと難しい)単語」に注意を奪われて、

(A) He wants directions to the institute.

を安易に選んでしまう、というようなレベ

ルです。このような誤答は、全体の文脈が

理解できないことに起因します。対処法と

して、本文に繰り返し登場する主題に関係

す る キ ー ワ ー ド ( こ の 問 題 で は summer 

classes)をマークしながら読む練習を行い

ましょう。

Q3(Benのメール)にある「visit」という語の

意味を文脈(ここでは、本文の6行目 When I 

am there, I like to take walks with my 

grandparents along the beach.など)から正

しく推測できず、誤答するケースが多く見

られます。対処法として、指示語や否定語

を読み飛ばさないよう、本文だけでなく設

問にも意識的に注意を払い、丁寧に本文と

確認・照合する習慣を持ちましょう。

4.2【リーディングセクション (Reading Comprehension) 】
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4.2.3【CEFR B1 / スコア 245-285】

中級レベルでは、基本的な情報の特定は可

能ですが、抽象的な推論や複数の情報を統

合する設問で誤答が起きやすくなります。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］ pp. 80-81 Question 12 (解答・解説

pp. 49-51 )

Q12.「次に何が起こるか？」という推論問

題に対し、本文の最後の2段落でMirandaが

「おそらくDianaは1人で学校に行くことに

なるだろう」と述べていて、一方語り手の

Dianaは、姉のいない一日がどのようなもの

になるかを考えている、という複数の情報

を相互的に判断できずに、誤答を選んでし

まうことが考えられます。時には、文中の

細部の具体的な情報に引きずられ、本来の

目的を見失ってしまうこともありうるで

しょう。対処法として、本文の情報をもと

に推論する練習を強化するよう意識すると

ともに、筆者の意図を確認するために、冒

頭と結尾部分に特に注意して読み取る練習

を重ねましょう。
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4.2.4【CEFR B2 / スコア 290-300】

上級レベルでは、複雑な文章の趣旨を正し

く把握でき、筆者の意図の推論も可能です

が、細部の情報処理でケアレスミスが生じ

ます。

例) TOEFL Junior®テスト公式問題集［改

訂版］ pp. 88-89 Question 40、Question 

38 (解答・解説 pp. 49-51 )

Q40(Ellenの手紙)に見られる「NOT」設問

で否定をうっかりと見落とし、本文内の正

しい情報を誤選択するケースがあります。

また、代名詞の照応(Q38)についても、つい

theyを〈人〉を指すものだと早合点して、

“students” と誤認し (B) を選ぶパターンも

あるでしょう(実際は直前の ideas が先行

詞)。対処法としては、初心に立ち戻って、

本文中に該当情報を明確にマークする習慣

を徹底し、細部に注意を払って読み取る練

習をさらに重ねましょう。
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実際の読解時には以下のステップで進める

と効率的ではないでしょうか。

1) 設問を先に読む(必要に応じて)

特に具体的な数字や固有名詞を問う設問

がある場合、先に目を通しておくと本文読

解中にそれらを見逃さずに済みます。ただ

し文章の主旨を問う問題などは先読みして

もヒントが少ないため、最初にざっと設問

を眺める程度で構いません。

2) 全文を通読し主旨を掴む

最初の1〜2段落を読めばテーマがおおよ

そ見えてきます。タイトルや冒頭文に注目

し、記事なのか物語なのかなど文章タイプ

を判断しつつ、筆者の言いたいことを意識

して読みます。長文では段落ごとに一旦立

ち止まり「この段落のポイントは○○だ」と

自分なりに要約すると理解が深まります。

表やリストがある場合は、その内容(日時や

タスクなど)を把握しながら読み進めます。

3) 設問に答える

本文を読んだら設問を解き始めます。該

当箇所を探すテクニックとして、設問に人

名・地名・数字などがあれば本文中からそ

れらをスキャンし、該当部分を精読します。

主旨問題では最初と最後の段落を再確認し、

全体を通じて一貫するテーマを選びます。

語句の意味を問う問題では、その単語の前

後2〜3文脈を読み、言い換え表現や対比表

現がヒントになっていないか探します。推

論問題では、本文に直接書かれていない内

容を選ぶ必要があるため、消去法が有効です。

本文と明らかに合致する選択肢は除き、可

能性が残るものから文章の趣旨に照らして

最も妥当なものを選びます。NOT/EXCEPT

問題では選択肢一つずつについて本文の記

載を確認し、該当しないものを確実に特定

します(本文に出ていない選択肢を選ぶのが

目的なので、表面的なキーワード一致に惑

わされないよう注意します)。

4) 見直し

時間に余裕があれば、本文と自分の選択

肢を再度照らし合わせ、聞かれている内容

にズレなく答えているか確認しましょう。

特に消去法で消した選択肢が本当に本文と

矛盾していたか、選択肢に極端な言い回し

(always や never などの絶対的表現)が含ま

れていないかなどをチェックできるとより

良いですね。

こうした学習ガイドに沿って練習を積め

ば、リーディングセクションで求められる

段落構成の把握や文脈からの単語推測、迅

速かつ正確な情報検索の力が養われるで

しょう。

4.3〈読解ストラテジー ポイント解説〉
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５. スコアアップを目指す学習ステップ(段階的アプローチ)

最後に、TOEFL Junior®におけるスコア

アップを目標にすることを一つのモデル

ケースとして、英語学習の段階的なアプ

ローチを提案します。初級者から上級者ま

で、自分の現在地に合わせて順にステップ

を踏んでいくことで、効率よく得点向上を

図ることができます。

ステップ1：基礎語彙の強化 – 「まずは知っ

ている単語を増やす」

まずは英語の土台となる基本語彙を充実

させましょう。頻出の日常単語や学校で習

う基本単語(約2000語程度)を中心に、絵

カード・単語帳・スマホのアプリなどで集

中的に覚えます。目安として英検3級〜準2

級レベルの単語を網羅できれば、TOEFL 

Junior®の文章で出現する基本語はカバーで

きます。知らない単語が減れば、文章全体

の理解度が飛躍的に向上するため、まずは

語彙力強化に時間を割きます。

ステップ2：文法の体系的習得 – 「文の骨組

みを正しく理解する」

次に、英文法を体系立てて学習します。

中学英文法から高校で習う内容まで、一通

り教科書や総合英語の参考書・文法書を

使って総復習します。特にミスしやすい頻

出ポイント(主語と動詞の一致、時制、関係

詞節の構造、比較など)は問題演習を通じて

徹底的に定着させます。「なぜその選択肢

は文法的に誤りなのか」を、他人に説明で

きるくらいに理解を深めましょう。自分で

明示的にルールを説明できるようになれれば、

文法セクションで迷うことも減るはずです。

また、基本構文の音読を通じた暗記・暗誦

も有効です。口に出して言える文は理解も

速くなるため、暗唱を通じて正確な文の組

み立てに慣れましょう。

ステップ3：短文読解と構文練習 – 「易しい

文章で読解の型を身につける」

語彙と文法の基礎が固まったら、易しめ

の英文を使って読解練習と構文把握の練習

を始めます。例えば中学校レベルの英文記

事や物語を読み、各文がどんな構造になっ

ているかを丁寧に分析します(主節と従節の

識別、修飾語句が何を修飾しているかの確

認など)。同時に内容理解の練習として、段

落ごとに日本語で要約してみたり、文章に

関する簡単な質問に答えたりしてみます。

この段階では語彙も比較的平易なので、ス

キャニングや推測の基本も練習できます。

ここでは読解の「型」を身につけ、次第に長

い文章や難しい文章にも対応する下地を作

る気持ちで取り組みましょう。

ステップ4：実戦的な読解演習と語彙・文法

応用力向上 –「模試形式で弱点発見と克服」

基礎的な読解力がついたら 、 TOEFL 

Junior®の問題演習に取り組み、実際の試験

形式で時間内に解く練習をします。ここで

大切なのは、「解きっぱなしにしない」こ

とです。文法問題なら該当する文法事項を

参考書で確認し、類題を追加で解いて定着

を図ります。語彙問題で間違えた単語は

カードに書き出すなどして覚え直します。

読解問題なら本文にもう一度目を通し、誤

答の選択肢がなぜ誤りだったのか(本文のど
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の内容と異なっていたか、設問の意図とズ

レていたか)を分析します。必要に応じて文

章を精読(＝わからない単語や構文が一つも

ない状態にする)したり、和訳を書いてみた

りするのも有効です。弱点分野の補強も行

いましょう。例えば推論問題が苦手と分か

れば、推論系の設問を集中的に解いて、考

え方のコツを体感的に掴む練習をします。

長文読解で時間が足りなくなるようなら、

普 段 か ら タ イ マ ー を 使 っ て 読 書 速 度

(WPM)(注)を上げるトレーニングを取り入

れます。こうした演習と復習によって、実

戦での得点力が着実に向上しますし、「読

めてきたな」という実感が持てるようにな

るでしょう。

ステップ5：総合仕上げと試験直前対策 – 

「万全の態勢で本番に臨む」

試験が近づいてきたら、最後の仕上げと

して全文の模擬試験を通しで解いてみま

しょう。Listeningも含めて時間配分を本番

同様に設定し、集中力を維持する練習をし

ます。解き終えたら自己採点し、(可能であ

れば)スコア換算して、目標に達しているか

確認します。弱点が残っていれば直前でも

できる対策(例えば語彙の見直し、頻出イ

ディオムの最終確認、苦手設問パターンの

解法復習)を行います。併せて心構えも大切。

焦って簡単なミスをしないよう、一問一問

丁寧に。ただし時間管理も忘れずに、難問

に固執しすぎないよう心掛けます。

以上のステップを踏むことで、語彙→文

法→読解→総合演習という順序で段階的に

力が伸び、TOEFL Junior®のスコアアップ

に繋がります。実際に公式問題集pp. 42-43

でも地道な基礎固めを推奨しています。

6. おわりに ～ 最も確実なスコアアップへの道 ～

ここまで、TOEFL Junior®のスコアレベ

ル別に、文法・語彙とリーディングの課題

分析と具体的な学習法について解説してき

ました。テクニックや問題形式への慣れも

もちろん重要ですが、それだけで真の読解

力が身につくわけではない、ということを

最後に改めて強調したいと思います。

このレポートで繰り返し述べたように、

語彙や文法といった基礎を地道に固め、一

つ一つの英文を丁寧に分析し、間違えた問

題の原因を深く掘り下げる、といった「解

きっぱなしにしない」学習を継続すること

が、最も確実なスコアアップへの道です。

それは遠回りに見えるかもしれませんが、

揺るぎない土台を築く唯一の方法と言える

でしょう。ここで言う「掘り下げる」とは、

単に正解を確認するだけでなく、「なぜ筆

者はこの単語を選んだのか」「この一文が

持つ本当の含意は何か」「なぜ自分は誤読

してしまったのか」と、筆者の意図を汲ん

だり、自らの思考プロセスそのものを問い

直す、批判的で内省的な学習態度を指します。

リーディングは、単に文字を目で追う受

動的な作業ではありません。書かれた情報

を鵜呑みにせず、その主張の妥当性を吟味

し、筆者と対話し、時には異論を唱えながら
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自分自身の考えを築き上げていく、きわめ

て能動的かつ「批判的(クリティカル)な」

活動だと言えるでしょう。この力は、単に

試験のスコアを上げるだけでなく、将来皆

さんが様々な分野の知識を吸収し、自らの

世 界 を 広 げ て い く た め の 不 可 欠 な 翼 と

なります。

このロードマップが、皆さんの学習の

「道しるべ」となり、やがては英語で書か

れた広大な知の世界を自由に旅したり、情

報に踊らされずに現代社会を賢く生き抜い

ていくための、確かな一歩となることを

願っています。
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